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　第45回（一社)北海道建築士会全道大会（北空知
大会）を無事に終えることが出来ました。全道各支
部からの多数の会員の皆様をはじめ、全国各地の建
築士会会長、並びに多くのご来賓のご臨席を賜り、
盛大に開催できたことに心より感謝申し上げます。
　また、北空知支部での開催決定後、開催準備にご
尽力頂いた、本部事務局役員、各委員会役員、そし
て実行委員会の皆様にはお忙しい中本当にありがと
うございました。
　前日の沼田町の青年サミットでは「つなぐ、つな
がる建築士会」のテーマで開催され、受付での様子
を見ながら、会員同士の横のつながりの広さを感じ、
懇親会は大いに盛り上がっていました。
　分科会は３会場で開催され、それぞれ活発な議論
がなされました。参加者の今後の活躍の一助になる
ことを期待しています。
　基調講演には、深川市出身の独立時計師、菊野昌
宏氏にお越し頂き、独立時計師を志すに至る経過、
モチベーションの維持、ものづくりの楽しさ素晴ら
しさなど、建築にも通ずるものがあり、大変興味深
く拝聴することが出来ました。

　その後の懇親会では会場が埋まるほどの多くの参
加を頂き、各支部からのお土産が並ぶ中、雄大な和
太鼓の演奏で始まりました。力強い演奏の後、参加
者同士、お酒をつぎあい、語り合い、笑い合う姿を

見る事が出来ました。大会後、和太鼓のある演者の
方から「なんだか楽しかったです」、ある参加者か
らは「温かみのある素晴らしい大会でした」との言
葉をかけられ、リモートでは無い、対面でのコミュ
ニケーションの重要性を再認識することが出来たと
感じています。

　最後になりますが、人手不足、物価高騰、残業規
制など、建築業界の環境も厳しさを増しているなか、
会員相互の横のつながりを強く、情報共有を円滑に
して、各地域で必要不可欠である建築技術の維持発
展のために活躍してもらうようお願いすると共に、
全ての大会参加者に感謝を申し上げ大会終了の挨拶
といたします。

第45回(一社)北海道建築士会全道大会(北空知大会)を終えて
第45回一般社団法人北海道建築士会全道大会実行委員長　

北空知支部 支部長　川　田　昌　宏　
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青年サミット② Ａ分科会②

Ａ分科会①

青年サミット会場　沼田町
ほろしん温泉ほたる館

大会受付ほか会場
ラ・カンパーニュホテル深川

Ｃ分科会会場　沼田町生涯
学習総合センターゆめっくる

大会式典・基調講演会場
深川市文化交流ホールみ・らい

応急危険度判定・机上訓練体験コーナー① Ｃ分科会①　応急危険度判定・机上訓練体験コーナー②

深川市役所新庁舎見学会②

大会式典① 　基調講演

Ａ分科会④

青年サミット①

Ｃ分科会④

大会式典③大会式典② 懇親会

Ｂ分科会④

Ｂ分科会②

Ｂ分科会③

Ｂ分科会①

Ｃ分科会②

Ｃ分科会③

特集　　第45回 全道大会「北空知大会」

深川市役所新庁舎
見学会会場

受付①

受付②

受付③

深川市役所新庁舎見学会① Ａ分科会③

See You Next Year!
令和６年（2024年）９月28日　
第46回全道大会（日高大会）
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全道大会
「北空知大会」

開催日

2023年
9月2日



4 HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2023.12.No316

　Ａ分科会は、「新田舎暮らしは暮らしやすいまち」
をキーワードに、深川市に移住された方々のお話か
ら、自分にとって「暮らしやすいまち」と感じるの
はどのような環境かを考え、北海道の魅力、地域の
魅力を再発見できるような機会になればとの思いか
ら、企画が立ちあがりました。また、「住みたい田舎」
ランキングで常に上位に位置する深川市の取り組み
を聞く事で、それぞれの地域で活用できる何かを持
ち帰られれば、との思いもありました。
　コメンテーターは深川市移住者の方や行政の方な
ど９名に及びました。移住者の方々には、移住まで
の経緯や決め手となった事柄をお話しいただきまし
た。深川市役所地域振興課のご担当者には、ユー
チューブによるオンライン移住ツアーなどをご紹介
いただきました。全参加者25名が向かい合って座っ
た事で、座談会に
近い形になり積極
的な発言が多く、
時間に納まらない
程の活発な意見交
換も見られ、盛況
のうちに終了しま
した。

　Ｃ分科会は講演と現地見学を行い、講演のテーマ
は『雪と共生するまちづくり』です。
　沼田町は、豊かな自然風土に恵まれた地域ですが、
積雪量の多い豪雪地帯で、雪を克服する事が課題と
なっていました。このことから、沼田町は雪と共生
するまちづくりを目指して、平成14年に「輝け雪の
まち宣言」をし、雪の利活用を積極的に邁進してま
いりました。Ｃ分科会の講演では、沼田町役場農業
推進課の伊藤 勲様に講師をしていただき、「利雪」
という観点から、雪をエネルギーとして利用する活
動について説明をしていただきました。具体的には
雪を夏まで保存しておき、その冷気や溶けて出来た
冷たい水を農産物の冷蔵や室内の冷房に活用する取
り組みとなります。自然エネルギーは再生可能エネ
ルギーであるとともに、資源に限りのある化石燃料
の削減、二酸化炭素排出量の削減となり、地球温暖
化の抑制にもつながります。これまで沼田町にある
様々な施設や学校などで貯雪した雪を雪冷房として
活用されております。
　現地見学では実際に雪の活用をしている「雪の科
学館」を視察しました。雪の科学館は貯雪した雪を
利用した大型冷蔵庫であり、農作物の保存や隣接し
ている生涯学習総合センター「ゆめっくる」の冷房
として活用されております。
　今回このような貴重な話を聞くことができ、また
多くの方と意見交換をする事ができました。雪とい
う再生エネルギーの活用は北海道に住む私たちのど
の地域でも共通して取り組む事ができる大きな可能
性を秘めた事業であり、我々建築士はこれらのこと
を今後、それぞれの分野で生かし、持続可能な建築
やまちづくりに貢献していきたいと考えております。

　Ｂ分科会では、道内でも有数の豪雪地帯で厳しい
寒さにも見舞われる北空知地域で行われている、地
域の特色を活かしたエコでサスティナブルなまちづ
くりを、リレートーク形式で学びました。
　まず、深川市役所庁舎建設推進室の大槻様から深
川市役所新庁舎のZEBの取組について、次に、深川
市の(株)森栄建設 代表取締役 森下様から、先進的
な賃貸住宅でのZEHの取組について、続いて、北
竜町企画振興課 南波様から、地域資源として磨き
上げられてきた「ひまわりのまちづくり」について、
最後に、北海学園大学工学部教授 岡本様から、沼
田町において学生たちと地域とのつながりを大事に
しながら取り組まれている「空き家リノベーション
プロジェクト」について、それぞれからお話をいた
だき、その後、会場からの質疑応答を行いました。
　このＢ分科会を通して、サスティナブルなまちづ
くりを進めるために、地域の特性や課題をしっかり
捉えることの重要性や、厳しい条件の中でも様々な
工夫をしながら前向きに取り組むためのヒントな
ど、多くの学びをいただきました。講師の皆様、貴
重なお話をありがとうございました。
　なお、参加人数は56名でした。ご参加された皆様、
誠にありがとうございました。

　建築物の安全性を確保する第一義的責任を有する
のは、個々の建築物所有者ですが、地震の発生によっ
て多くの建築物が被害を受けた場合には必ずしも被
災建築物の安全性を所有者自らの責任で確保できる
余裕がなく、多くの人々が二次災害に遭う恐れが十
分に考えられます。特に、被災建築物が道路や隣家
に影響を及ぼす恐れのある場合には、新たな被害が
及ぶ可能性が高くなります。
　そのため、応急危険度判定は被災建築物の危険性
を判定し、その判定に基づいて当該建築物の使用の
可否を建築物所有者等に情報提供し、二次災害の発
生を防止することを主な目的としています。
　もう１つの目的は、被災程度が少なく安全と判断
された住宅の居住者等に、安心して避難所から自宅
に戻れるよう情報を提供することです。
　災害対応委員会では、全道大会開催の場で応急危
険度判定についての周知活動を行っています。建築
技術者が職能を十分に活かし、地域の安全に貢献で
きる活動の情報提供を今後も行っていきます。

　Ａ分科会
　「新田舎暮らしは暮らしやすいまち」

　女性委員会 副委員長

　鈴木　彩恵（札幌支部）

　Ｃ分科会
　『雪と共生するまちづくり』

　青年委員会 委員

　浅田　康詞（富良野支部）

　Ｂ分科会
　『北空知で学ぶ、エコなまちづくり』

　まちづくり委員会 委員長

　清水　浩史（札幌支部）

　ミニ机上訓練
　応急危険度判定の目的

　災害対応委員会 委員長

　金谷　祐（小樽支部）

特集　　第45回 全道大会「北空知大会」

全員で記念撮影
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　講師である菊野氏は開催地である深川市の出身
で、日本でも数名しかいない独立時計師として、活
躍されている方で、日本人３名を含む16か国34名が
所属しているAHCI（独立時計師アカデミー）の正
会員であり、世界的な見本市への出展などで活躍を
されております。
　日本では、時計をつくることができる時計師では
なく、修理ができる時計師が求められており、時計
を作る方法を教えてくれるところはないそうです。
そのような状況にあっても時計を製作したことが認
められ、見本市へ出展することにより、独立時計師
としての活動が軌道に乗っていったことなど、その
苦労や活動について、製作された時計の写真等を見
ながらお話をいただきました。
　時計づくりの企画から設計・製作まで一人ですべ
てをこなすことは、大変な努力と作業かと思います
が、我々建築士の仕事にも通じるものが多々あり、
興味深い内容でした。
　菊野氏は、「大人はひとりではものは作れない」
ことに子供のころに気づいたと述べていました。確
かに建築もそれ以外の仕事も、一人で全てを完結さ
せることは難しい仕事だと思います。それを時計と
いう繊細な世界で、全てを一人で担うことができる
魅力のある仕事だと、感銘を受けました。

　本年度、全道大会（北空知大会）の「前哨戦」と
してコロナ禍以降初めて制限のない青年サミットを
開催することができました。青年サミットテーマを
「つなぐ、つながる建築士会」と題し、青年委員の
交流と強い結束を目標に開催しました。
　サミットには80名弱の方に参加いただき、また多
くの来賓の方々にもご出席いただきました。
　私は本部青年委員として２期目４年目となります
が１期目の２年間はコロナによって事業がほとんど
行われず、２期目になりようやく少しずつ事業を開
催することができるようになりました。
　今大会は私が所属する北空知支部の開催というこ
ともあり、本部青年委員としてまた、北空知の役員
として、Ｃ分科会、青年サミットを担当し、これま
でにない緊張感と責任を感じながら多くの皆様のお
力をお借りしながら力不足ではありましたが、無事
開催することができました。サミットは沼田町幌新
温泉ほたる館で開催し、参加いただいたほとんどの
方に２次会参加と宿泊をしていただき、普段なかな
かお会いすることのできない多くの仲間たちとたく
さん語り合い、テーマの通りつながることができた
のではないかと思います。このつながりを大事に今
後も活動していきたいと思います。

　全道各地で、庁舎の改築が行われている中、全道
大会北空知大会の開催日に合わせて完成したよう
な、「深川市役所新庁舎」を供用前に見学すること
ができました。大会が始まる前の朝10時から１時間
ほど、約70名の方が見学しました。
　「市民にしたしまれ利用しやすい庁舎」「人に優
しいユニバーサルデザインを徹底した庁舎」「災害
に強い安心・安全な庁舎」「環境に優しい空知初の
ZEB庁舎」と４つのコンセプトを掲げ地上４階建、
鉄筋コンクリート構造、一部プレストレストコンク
リート造、延床面積6,515.35㎡の建物が建てられま
した。
　利用者の多い窓口を低層階に配置し、段差解消や
ゆとりある通路幅を確保し、各室出入口の多く引き
戸にするなど、工夫されていました。内装には、深
川産の白樺を多く使用してあり、議場からは、深川
市内を見渡せる開放的な空間でした。

　基調講演
　テーマ：私の時計作り

　情報委員会 委員

　角張　隆昌（旭川支部）

　青年サミット
　青年サミットを終えて

　青年委員会 道北ブロック長

　宮沢　勝（北空知支部）

　深川市役所新庁舎見学会
　「市民に親しまれ利用しやすい庁舎」

　情報委員会 委員

　境谷　香奈（恵庭支部）

　この度、北空知支部ではじめて全道大会を開催さ
せていただきました。本来であれば、令和４年度に
第46回の全道大会を開催する予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大により、網走大会が中止
となり、今年度、第45回の全道大会を開催する運び
となりました。
　開催が一年先送りとなったことにより、深川市役
所新庁舎の開庁時期と、全道大会の開催時期が同じ
時期になり、特別プログラムとして見学会を実施さ
せていただくことができました。たくさんの方に見
学いただき企画した立場としてありがたく感じてい
ます。
　基調講演では深川市出身の独立時計師　菊野昌宏
様に、ものづくりをテーマにご講演いただき会員の
みなさまからたくさんのご質問がありました。また、
懇親会では全道各地の支部からお土産をお持ち寄り
いただき、会を盛り上げていただきました。
　会員の少ない支部で全道大会を開催できたのは、
多くの会員のみなさまにご参加いただき、また、道
本部役員、地元支部役員・会員にご協力いただけた
おかげと感謝しています。今後、様々な地域で全道
大会が開催されることを楽しみにしています。

　実行委員会
　はじめての全道大会

　総務部会

　小松　純（北空知支部）

議場深川市役所外見

深川市
ゆるキャラ
こめっち
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住宅フェア出展報告

　ほっかいどう住宅フェア「くらしと住まいの２デ
イズ」が９月16日と17日の２日間、北海道庁前赤レ
ンガプラザにて開催されました。
　建築士会として１ブース出店し、災害対応委員会
は１日目を担当しました。建築士による応急危険度
判定活動を周知することが目的です。
　会場では災害対策の冊子を配布、ブース内に応急
判定ステッカーやポスターを掲示し、ヘルメットな
どの防災グッズ、非常食やトイレ等の衛生グッズを
展示し、「チャレンジ・ザ・
判定士」と題して疑似応急危
険度判定コーナーを設けまし
た。災害模型や写真を見なが
ら委員が説明し判定してもら
いましたが、難しいとかなる
ほどという意見や、被災した
場合の対応や対策についての
質問もあり防災意識を高める
良いきっかけになったのでは
と感じました。
　配布する防災グッズも早々

　2023年９月16日、17日にアカプラ札幌市北３条広
場、北海道庁赤レンガ庁舎前庭にて開催されました
「ほっかいどう住宅フェア2023」に北海道建築士会
としてブースを出展いたしましたのでご報告させて
いただきます。
　「ほっかいどう住宅フェア」は、住宅関連の団体
や企業が集まり、家づくりに関する様々な取組や製
品などを広く一般の方々にPRするためのイベント
です。
　我々、青年委員会では、２日目を担当し、以前よ
り様々な場で活用しているブラウザアプリ「Web
版パズルでお家を考えよう！」を用いて設計のお仕
事体験を実施いたしました。
　お子さんを中心に多くの方に体験をして頂き楽し
んでいただきました。下は４歳ぐらいのお子さんか
ら大学生まで様々な年齢層の子供たちが夢中になっ
て家づくりを行っておりました。中には１時間近く
考えながら取り組んでいた方もいらっしゃいました。
　完成した作品も子供ならではの柔軟で自由な視点
で考えられ、どの作品もストーリー性のある内容に
なっており作業中、様々なことを考えてパーツを配
置していたことが伺える内容となっていました。

に無くなり周知をするという目的は果たせたかと思
います。
　今後の課題ですが、住宅フェアなので若い来場者
が多かったのですが、災害対応ブースに立ち寄る方
は年配者が多かった事です。幅広い世代に対応した
企画展開を委員会で検討することにします。
　最後に会員の皆様にお願いです。応急危険度判定
士の講習や机上訓練が各地で開催されております。
是非受講し認定申請をして下さい。新規はもちろん
ですが期限切れや未登録の方もいますのでご確認く
ださい。簡単なアンケートで被災地応急支援ネット
ワークに登録することもできます。建築士としての
社会貢献活動にご協力ください。詳しくは北海道建
築士会ホームページをご覧ください。

　純粋なまなざしで住まいを考えている光景を見て
いるだけで「設計」の楽しさを共に味わうことが出
来ました。
　なお、イベントで体験して完成した方の人数は17
名でした。
　今回のイベントで「Web版パズルでお家を考え
よう！」は、操作性が非常にシンプルで直観的なの
で、パソコンでのマウス操作のみならずスマホやタ
ブレットでの指での操作も行えるので、小さなお子
さんから大人まで誰もが楽しんでできる事を再認識
いたしました。
　今後も、建築業界の魅力を伝える為、このような
活動を続けていきますのでご協力、お願いいたしま
す。

ほっかいどう住宅フェア2023出展報告
　青年委員会 副委員長

　吉田　徹（札幌支部）

↑出展ブース Web版 → 　

「パズルでお家を考えよう」

会場の様子 ブースの展示と担当した委員

ほっかいどう住宅フェア
　災害対応委員会 副委員長

　瀬尾　正宣（後志支部）
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Coffee Break  

札幌支部 円山動物園「こども動物園」の魅力UPプロジェクト

遠軽支部 よろしくお願いします

　事務局長

　小町　美穂

　支部長

　井上　隆広

　札幌支部では「札幌市円山動物園を魅力的にする
プロジェクト」を動物園の職員の方と企画・実施し
ています。円山動物園はニュースなどでも聞こえて
いると思いますが、準間接飼育（飼育員が檻に入ら
ず飼育する方法）でゾウ
の体調の管理をしてい
て、この取組みでアジア
ゾウが出産するのは日本
で初めてと言われていま
す。赤ちゃんゾウが生ま
れシロクマのリラのおな
かにも赤ちゃんがいる可
能性が有ることが分かり
とても賑わっています。このプロジェクトは、私が
ボランティアガイドを始めた事がきっかけで園の職
員の方から「園の職員は動物に特化しているが動物
を飼育するための箱（建物や柵など）ものが劣化し
ていても補修などが出来ない悩みがあり建築に特化
している建築士会札幌支部に協力をお願い出来ない
か」と言うところからスタートしました。園からの
提案は数個あり第３弾まで行いました。
　　第１弾 ポニーの放牧場の柵のペンキ塗
　　第２弾 こども動物園内の花壇作り
　　第３弾  モルモットが快適に過せる空間デザイ

ンコンペ
　第１弾ではコロナも落ち着いた頃ではありました
がイベント開催が久しぶりでしたので不安もありま
したが、動物園に登録している北大生のボランティ

　今年から支部長となりました井上です。
　前任の高橋支部長のご逝去により引き継ぐことに
なりました。
　思えば、高橋さんにはとてもお世話になりました。
　もう30年ほど前からになるでしょうか、高橋さん
が青年部長の時、道東ブロック会議、全道大会、青
年サミットなどに参加させてもらい、全道各地、時
には全国の仲間と交流し、いろんな人と知り合えた
ことが自分にとって大きな財産となっています。
　ただ、こんなにお世話になったのに、高橋さんが
支部長になってからは支部活動を任せきりになって
しまい、力になれなかったことが今になって心残り
です。
　そういえば先日部屋の片付けをしていたら、入会当
時からの総会資料や打ち合わせ資料が出てきました。
　平成５年度の総会資料を見ると、会員は96名で現
在の約３倍の人数でした。
　また、平成９年には道東ブロック青年サミットが

遠軽で開催（40名参加）、平成10年には高橋さんが
講師を務めたCAD講習会や会員５名が各教科の講
師となって２級建築士受験準備講習会の実施、さら
には、当時の福祉センター大ホールでビールパー
ティーを開催しています。
　そして、平成16年には北海道家庭学校の礼拝堂を
実測して図面を作成するということもやりました。
　記憶がだいぶ薄れていますが、昔はいろいろやっ
ていたことを思い出しました。
　遠軽支部は、遠軽町、湧別町、佐呂間町の３町の
会員で構成されていますが、ここ数年、引退する方
などもおり会員数が減ってしまい、危機感も感じて
います。
　もともと、活動らしきものができていない中、新
型コロナ感染症の流行により、総会さえも開催する
ことができず、会員同士が会う機会がなくなってし
まいました。
　また、３町の会員が顔を合わせることも今までは
ありませんでしたが、コロナも５類移行ということ
で、ようやく以前の生活に戻りつつあり、今後はそ
ういう機会を増やすことから始めていきたいと思い
ます。

アさんや園に来園し
た方にも参加してい
ただきました。
　最後にはポニーの
飼育員さんの話を聞
いてポニーに餌やり
をして無事終わるこ
とが出来ました。
　第２弾の花壇作り
は、こども動物園に位置する部
分で木の根が地盤面からひょこ
ひょこ出ている箇所があり来園
したお子さんが木の根に脚を
引っかけて転ぶことの多い箇所
でした。その場所に花壇を作成
し芝を植える予定でまずは園にある古材を利用し花
壇を作成する企画となりました。賛助会員さんの㈱
丸大建産さんにお世話になりこちらも無事に終わる
ことが出来ました。
　第３弾はモルモットが快適に過せる空間デザイン
コンペです。札幌市
内の学生に向けての
コンペを企画しまし
た。17作品の応募が
有り、現在１次審査
が終わり最終審査の
準備中です。詳細は
同封する「街」札幌
支部発行をご覧下さ
い。札幌支部の取組みに興味のある方はご一報くだ
さい。通常入れない場所など入れる特典付きです！！



8 HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2023.12.No316
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編　集　後　記
　今月は北空知大会の記事が満載です。主催そして参加者の方々の
熱い想いが伝わってきます。私も大会に参加しました。体が一つな
ので、大会で同時に行われた分科会等に参加できなかったことは残
念です。しかし、今回の記事や写真を見て、各イベントに参加した
気分を味わうことができました。これも大会に参加したことで実感
できるのかもしれません。
　来年は、日高大会が予定されています。地元ならではの趣向を凝
らした大会になるでしょう。新ひだか町で一泊し、大会や街を楽し
みたいと今から思っています。
 情報委員会　今村　敏彦（札幌支部）

information

本部の主な会議報告（11月)
◆第２回まちづくり委員会
〈開催日〉11日(土)
１）令和６年事業計画・実行予算案
２）その他
◆第５回女性委員会小委員会（Web併用）
〈開催日〉14日(火)
１）今期を振り返って
２）来年度の活動
◆第３回事業委員会
〈開催日〉18日(土)
１）令和５年事業報告（10月末）及び収支決算見込み
２）令和６年事業計画（案）及び収支予算（案）
３） 令和５年「北海道建築士会特別活動費」活動事業報告
４）その他
◆第３回青年委員会
〈開催日〉25日(土)
１）令和５年事業報告
２）令和６年事業計画（案）
３）令和６年事業予算（案）
４）その他（令和６年連絡会議・集い）
◆第２回災害対応委員会
〈開催日〉25日(土)
１）令和６年事業計画
２）ネットワークの登録者増強と整備
３）各自治体と支部の協定締結推進
４）その他

本部の主な行事予定（12月)
◆総務・企画委員会
〈開催日〉１日(金)
◆第３回情報委員会
〈開催日〉２日(土)
◆四役会議
〈開催日〉７日(木)
◆正副会長会議・第４回理事会
〈開催日〉15日(金)

関係機関等会議参加予定（12月)
４日(月)　東北ブロック会（秋田）
12日(火)　 建築士会CPDプログラム評議会（東京）
 上記　高野会長

 　道士会の動き道士会の動き

■視聴方法：北海道建築士会ＨＰの上記「会員専用ペー
ジ」をクリックしパスワードを入力
■12月パスワード：Chi038

“会員専用ページ”でオンデマンド配信中！

◆2023建築塗装セミナー2023～耐火被覆～
《日程及び会場》12月15日(金)
　　　　　　　　18：30～19：30　カナモトホール（札幌市）
《単位数》１単位
《問合せ先》
　　(一社)北海道建築士会札幌支部　℡　011-232-1843

ＣＰＤ認定プログラム（11月認定）

講習会・セミナーのご案内（12月）

監理技術者講習
６日(水)　札幌市

応急危険度判定士認定講習会
６日(水)　旭川市　　７日(木)　帯広市　　８日(金)　稚内市

令和６年会費関係スケジュール令和６年会費関係スケジュール

　令和６年会費請求を11月中旬に郵送いたしました。
　本会の会費は、年会費（１月～12月）の一括納付
（会費規則第２条１項）令和６年３月31日迄となっ
ております。
　年の途中で退会された場合でも１年分の会費が発
生いたします。都合によりやむを得ず退会される場
合、12月31日迄に退会届を所属支部へご提出をお願
いいたします。
※ 会費の滞納が続きますと会誌の発行、会員として

の特典が停止されます。

【令和５年12月31日迄に退会届提出の場合】

【令和６年１月１日以降に退会届提出の場合】

R.5年 R.6年会費

～R5.12.31
退会届出提出

発生しません

R.5年 R.6年会費
発生します

R6.1.1～12.31
退会届出提出




